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福生都市計画地区計画の決定（福生市決定） 

都市計画福東地区地区計画を次のように決定する。 

名     称 福東地区地区計画 

位     置 ※ 福生市大字熊川字武蔵野地内 

面     積 ※ 約 8.1 ha   

地区計画の目標 

本地区は、市の南東部に位置し、特定緊急輸送道路に指定されている福生都市計画道路３・４・３の１号線（新五日市

街道）に隣接しており、福東総合グラウンド球技場、福東公園・福東トモダチ公園を含む公園、緑地等が連坦する地区で

あり、周囲には閑静な戸建て住宅地が立地している。 

福生市都市計画マスタープラン（平成 26 年 3 月改定）では、その立地・地区特性を活かした防災拠点として位置づけら

れており、福生市災害時対応施設整備基本計画では、平常時は学校給食の提供や子どもたちへの食の教育を行う場として、

災害時には応急給食や支援物資等の集積・配送等を実施する福東地区の避難所としての機能を併せ持つ防災食育センター

（災害時対応施設）を整備するとしている。 

以上のことから、周辺戸建て住宅地の緑豊かで良好な環境と調和した複合市街地の形成を図るとともに、防災食育セン

ター（災害時対応施設）とその周辺の公園、緑地等の一体的な土地利用の誘導や、防災機能の確保のために建築物等の制

限を行い、防災拠点の整備を目指す。 
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土地利用の方針 

本地区を４地区に区分し、それぞれの地区特性にふさわしい土地利用を誘導する。 

《Ａ地区》 

平常時には学校給食の提供や子どもたちへの食の教育を行う場としての機能を持つとともに、災害時には帰宅困難者一

時滞在施設を兼ねる避難所としての機能、応急給食の実施や備蓄機能を併せ持つ防災食育センター（災害時対応施設）を

整備し、地域の防災性の向上を図る。 

《Ｂ地区》 

既存の緑を保全しながら、周辺の戸建て住宅地や球技場等と調和した緑豊かな市街地形成を図るとともに、災害時の延

焼防止機能の確保を図る。 

《Ｃ地区》 

既存の緑を保全しながら、レクリエーション機能の維持・向上を図るとともに、周辺の戸建て住宅地と調和した環境を 
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形成する。また、福東球技場等の大規模空地を活用し、災害時における応急復旧等の活動拠点、仮設ヘリポート・駐車場

等の機能の確保を図る。 

《Ｄ地区》 

既存の緑（都市計画道路計画線内を除く。）を保全しながら、レクリエーション機能の維持・向上を図るとともに、周

辺地域に潤いをもたらす沿道環境を形成する。また、新五日市街道の沿道立地の特性をふまえ、災害時における一時避難

場所、防災倉庫の整備を図る。 

地区施設の整備の方針 
Ａ地区では、周辺の戸建て住宅地への圧迫感を軽減するとともに、周辺の緑豊かな環境と調和するため、緩衝帯として

の環境緑地を配置する。 

建築物等の整備の方針 

Ａ地区では、周辺の良好な戸建て住宅地と調和した防災性の高い市街地の実現を図るため、建築物等の用途の制限、建

築物の容積率の最高限度、建築物の建ぺい率の最高限度、壁面の位置の制限、壁面後退区域における工作物の設置の制限

及び建築物等の高さの最高限度を定める。 

Ｃ地区では、平常時はテニスコート等のレクリエーション機能を確保するとともに、災害時の応急復旧の活動の妨げに

なる建築物等を設置しないよう建築物等の用途の制限を定める。 
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位     置 福生市大字熊川字武蔵野地内 

面     積 約 5.3ha 
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地区施設の 
配置及び規模 

種類 名称 幅員 延長 

その他の 
公共空地 

環境緑地 2ｍ 約 70m 

地区 
の 
区分 

名   称 Ａ地区 Ｃ地区 

面   積 約 0.9ha 約 4.4ha 

建築物等の用途の制限 

次に掲げる建築物以外の建築物は建築してはなら

ない。 

（１）防災食育センター（災害時対応施設） 

ただし、延べ面積（同一敷地内に２以上の

建築物がある場合においては、その延べ面積 

次に掲げる建築物等以外の建築物は建築してはなら

ない。 

（１）屋外の運動施設その他これに附属するもの 

（２）市長が公益上必要な建築物でやむを得ないと認

めたもの 
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の合計）が５，０００㎡以下のものに限る。 

（２）市長が公益上必要な建築物でやむを得ないと 

   認めたもの 

 

建築物の容積率の最高限度 １５／１０ ― 

建築物の建ぺい率の最高限度 ５／１０ ― 

壁面の位置の制限 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路

境界線及び敷地境界線までの距離は計画図２に示

す数値以上とする。ただし、1 号壁面線が定めら

れた部分で次のいずれかに該当する場合は、この

限りではない。 

（１）外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの

合計が３ｍ以下のとき 

（２）物置その他これに類する用途（自動車車庫

を除く。）に供し、軒の高さが２.３ｍ以下で、

かつ、床面積の合計が５㎡以下のとき 

（３）自動車車庫で、軒の高さが２.３ｍ以下であ

るとき 

― 

壁面後退区域における工作物の 
設置の制限 

２号壁面線が定められた部分においては、壁

面の位置の制限で定められた壁面線と道路境界

線との間の区域には、門、塀、柵、自動販売機

等の工作物を設置してはならない。 

― 

建築物等の高さの最高限度 １５ｍ ― 

※は知事協議事項 
「地区計画区域、地区整備計画区域、地区の区分、地区施設の配置及び壁面の位置の制限は計画図表示のとおり」 
理由：周辺戸建て住宅地の緑豊かで良好な環境と調和した複合市街地の形成を図るとともに、防災食育センター（災害時対応施設）とその周辺の公園、緑

地等の一体的な土地利用の誘導や、防災機能の確保のために建築物等の制限を行い、防災拠点の整備を目指すため地区計画を定める。 
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福生都市計画地区計画 
福東地区地区計画 計画図１          〔福生市決定〕 

「この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 1/2,500 の地形図（道路網図）を使用して作成したものである。ただし、計画線は、都市計画道路の計画図から転記したものである。 

無断複製を禁ず。（承認番号）２６都市基街測第１３３号、平成２６年９月１８日」 

「この背景の地形図は東京都知事と株式会社ミッドマップ東京が著作権を有している。無断複製を禁じる。（承認番号）ＭＭＴ利許第０６６号－１３ 平成２６年７月１６日」 

 

 

 

 

      

Ｎ 
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福生都市計画地区計画 
福東地区地区計画 計画図２          〔福生市決定〕 

「この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 1/2,500 の地形図（道路網図）を使用して作成したものである。ただし、計画線は、都市計画道路の計画図から転記したものである。 

無断複製を禁ず。（承認番号）２６都市基街測第１３３号、平成２６年９月１８日」 

「この背景の地形図は東京都知事と株式会社ミッドマップ東京が著作権を有している。無断複製を禁じる。（承認番号）ＭＭＴ利許第０６６号－１３ 平成２６年７月１６日」 
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